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不刀

秒c

か
つ
て
血
を
湧
か
し

は
げ
し
く
も
、
え
つ
き
た
若
者
の

ひ
た
す
ら
待
ち
わ
び
る
の
は

静
か
に
え
ち
足
り
た
季
節

て
の
ひ
ら
に
含
い
秋
よ

さ
や
か
に
は
み
え
ず

と
き
は
う
つ
ろ
い

み
の
り
か
ら
ふ
た
た
び

吋
え
る
季
節
へ
と
入
る
。

木

代

子
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秋

の

全

国

九

一
交
通
安
全
運
動
~

始

ま

る

〉
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
歩

ω

~
行
者
、
と
く
に
幼
児
お
よ
び
小
学
校
、

の
低
学
年
児
童
並
び
に
老
人
、
自
転
車
両

川
利
用
者
の
事
故
防
止
を
重
点
に
左
記

J

H

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

〉
一
、
期
間
九
月
二
十
一
日
ハ
土
)

J

ー
九
月
三
十
日
(
月
)

ニ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
特

M

に
こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
を
」

山

な

く

そ

う

へ

三
、
推
進
事
項

付
ス
ク
ー
ル
・
ゾ

l
γ

の
整
備
山

充
実

J

O
交
通
安
全
教
育
の
充
実
強
化
、

“
国
危
険
な
歩
行
、
無
謀
運
転
の
川

排
除

ω

以
上
の
三
点
を
重
点
運
動
と
し
て

J

~
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
玉
川
村
.
に
お
け

M

〈
る
事
故
発
生
状
況
は
八
月
十
五
日
現
内

J

在

山

川

発

生

件

数

十

六

件

〈

死

者

一

人

的

傷

者

十

九

人

山

と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
同
期
と
比
内

山
較
し
て
み
ま
す
と
、
死
者
、
傷
者
で

~
は
多
少
減
少
し
て
い
る
も
の
の
発
生

内
件
数
で
は
昨
年
と
同
数
で
あ
り
、
交

d

通
事
故
防
止
に
対
す
る
村
民
一
人
一
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川磯佐矢鈴吉川坂熊大白

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
ボ

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
目
、
国
民
の
祝
日
で
す
、
み
ん
な

で
老
人
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。

村
で
も
九
月
十
五
日
に
七
五
才
以
上
の
お
年
寄
り
を
招
待

し
、
今
日
の
繁
栄
す
る
玉
川
村
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
ご
労

苦
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

現
在
玉
川
村
内
に
七
五
才
以
上
の
方
は
こ
六
二
名
お
り
ま

す
が
、
紙
面
の
都
合
で
八
十
才
以
上
の
お
年
寄
り
の
み
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

i
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辺
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崎目藤部木田崎本田竹旗

81 82 83 84 86 86 86 87 88 88 89 

三関車矢真曲真曲田小小

輪根田吹弓山弓山子針針
源松

ト太五タ

ラ郎郎ツ

フ聖トキツハ

ンネタ

オt
iJ"vl' 

生

ジジ吉ネキミ三ミ

高

トヨ万ヨヨ

フ明セハサ

キネ グ 雄 キ ノ レ イ

83 83 85 81 82 84 85 91 81 81 81 

ヨト

玉川村で最高令の鈴木シンさんの元気な

おすがたです。

岩
i去
寺

竜南
須
釜

小塩大上湯鈴小上矢鈴上矢小鈴仁上村矢小永角吉小首高岩鈴角 一小小車石矢溝車溝

原沢野野沢木林野吹木野吹林木井野越吹林林田田針藤林谷木田針針田井吹井田井
源 田 辰 v 幾平

モ要嘉タキリ次ヒ市イサァ徳トコ芳ステ五鶴カキ光ア源 :清ソ喜広久チ三正

グヨ郎サ三トイキ二メウ吉サル良骨千クク啓キ次助メ久体雄ウ郎吉

87 88 93 80 80 81 81 82 82 84 85 85 88 89 90 90 85 93 80 80 82 83 84 84 84 84 84 87 88 88 80 80 81 81 81 82 

中
崎

ト 助 晴ツ

サキケ

ワクサ

北
須
釜

吉

草

野

タ

ケ

阿

部

キ

グ

l
宗

形

房

之

助

熊

谷

カ

メ

関

根

イ

ワ

佐

藤

ケ

サ

大

木

イ

マ

飯

島

ハ

ナ

大

越

ヨ

ネ

阿

部

金

三

郎

小

原

兼

一

小

原

コ

ウ

大

野

キ

・

ヨ

近

内

タ

ツ

渡

辺

喜

四

郎

班

目

ハ

ル

石

森

ジ

γ

小

原

モ

ト

宗

形

ヒ

デ

佐

藤

保

吉

猪

原

喜

左

衛

門

大

野

荘

五

郎

大

野

コ

ウ

八

木

孝

吉

鈴

木

ジ

ン

瀬

谷

ス

ミ

矢

吹

ナ

ツ

渡

辺

ハ

シ

メ

鈴

木

フ

ク

石

井

伊

勢

松

石

井

キ

チ

小

針

ジ

チ

矢

吹

金

五

郎

草

野

直

一

草

野

今

朝

吉

関

根

キ

ヨ

瀬

谷

ト

リ

有

賀

清

平

有

賀

嘉

重

有

賀

久

五

郎

82 82 83 80 80 80 81 81 82 82 83 84 86 87 90 94 80 80 80 80 80 81 81 81 81 81 81 82 82 82 82 83 84 84 84 84 86 85 86 87 

山
小
屋

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

体

力

づ

く

1) 

ζ二二三コ

社
会
保
険
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

社
会
保
険
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
所
を
社
会
保
険
事
務
所
職
員
に

よ
り
次
の
日
時
に
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
老
令
年

金
一
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
手
続
き
ゃ
、
そ
の
他
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か

ら
、
当
日
相
談
に
お
で
か
け
く
だ

え』い。

寸じ

一
、
相
談
日十

月
二
十
五
日
午
前

十
時

t
午
後
三
時

二
、
相
談
場
所石

川
町
公
民
館

三
、
相
談
内
容

h

厚
生
年
金
保
険

一
健
康
保
険

一
日
雇
労
働
者
健
康
保
険

F

国
民
年
金

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
相
談
を
受
け
ま

す
。
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児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童
扶
養

手
当
法
の
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

広報

児
童
扶
養
手
当
法
及
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
が
、
昭

和
四
十
九
年
九
月
分
か
ら
、
児
童

一
人
の
場
合
月
額
六
、
五

O
O円

か
ら
「
九
八

O
O円
」
に
、
児
童

二
人
の
場
合
月
額
七
三

O
O円
か

ら
「
一

O
六

O
O円
」
に
引
上
げ

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

額
が
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
か

ら
月
額
、
障
害
児
一
人
に
つ
き
六

五

O
O円
か
ら
「
一
一
一
ニ

4
0
0
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円
」
に
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
福
祉
手
当
の
新
設

特
別
児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正

に
よ
り
、
二
十
才
未
満
で
あ
る
障

害
児
に
つ
い
て
の
特
別
児
童
扶
養

手
当
に
加
え
て
、
重
度
の
精
神
薄

弱
及
び
重
度
の
身
体
障
害
が
重
複

し
て
い
る
「
特
別
障
害
者
」
に
つ

い
て
も
、
新
た
に
特
別
福
祉
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
、h
u
ま
し

た。
「
特
別
障
害
者
」
と
は
、
重
度

の
精
神
薄
弱
と
重
度
の
身
体
障
害

が
重
複
し
て
い
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
者
を
言
い
、
こ
の
者

を
監
護
す
る
父
母
等
に
対
し
て
昭

和
四
十
九
年
九
月
分
か
ら
特
別
福

祉
手
当
と
し
て
特
別
障
害
者
一
人

に
つ
き
三

0
0
0円
を
支
給
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
別
福
祉
手
当
に
該
当
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
早
急
に

請
求
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

受
付
は
役
場
住
民
課
で
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

支
払
に
関
す
る
特
例
昭
和
四
十

九
年
九
月
に
お
け
る
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
児
童
扶
食
手
当
又
は
特

別
福
祉
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
に
か
ぎ
り
特
例
措
置

と
し
て
同
月
ま
で
の
分
を
支
払
う

も
の
と
す
る
。

児
童
手
当
額
の
増
額

今
回
の
児
童
手
当
法
等
の
改
正

に
よ
り
、
児
童
手
当
の
額
を
昭
和

四
十
九
年
十
月
分
か
ら
児
童
一
人

に
つ
き
、
月
額
三

0
0
0円
か
ら

四

0
0
0円
に
引
き
上
げ
に
な
り

ま
し
た
。

児
童
手
当
現
況
届
が

済
ん
で
い
な
い
方
へ

児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
六

月
中
に
児
童
手
当
現
況
届
を
村
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
・
さ
い
。

L
J
・
d
b

》
y

-へ;γ
〆

戸

ト

l

J

ぺ-

一
線
七
百
，
o
，v

同，
r

，一

'z
--Ji
・e

・i

・
同
〉

d

，K』

a
t

ペ
-
U

司、・
16WF

也、，，川
1
4
F

暑
さ
に
も
負
け
ず
元
気
に
プ
レ

全
村
あ
げ
て
の
少
年
球
技
大
会

3 

子
ど
も
た
ち
の
夏
の
球
宴
、
第

三
回
少
年
球
技
大
会
は
、
八
月
八

日
村
内
三
会
場
で
行
な
わ
れ
ま
し

た。
こ
の
大
会
は
、
夏
休
み
の
青
少

年
健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
村
が

主
催
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
夏
休

み
中
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽

し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、
各

部
落
で
も
、
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
づ
大
会
に
先
だ
っ
て
出
場
選

手
全
員
に
よ
る
入
場
行
進
を
行
な

い
大
会
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し

た。
大
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

三
種
目
に
分
か
れ
目
頃
の
腕
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
村
内
の
お
と
な
た
ち

も
大
勢
つ
め
か
け
、
三
十
度
を
越

す
炎
天
下
の
も
と
我
が
部
落
内
の

選
手
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

中

チ

l

ム

準
優
勝
北
須
釜
チ
l
ム

マ
小
学
生
女
子
ポ

i
ト
ポ

i
ル

優

勝

中

チ

l

ム

準
優
勝
北
須
釜
チ
!
ム

マ
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

竜

崎

チ

1

ム

準

優

勝

川

辺

チ

l
ム

マ
中
学
生
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

南

須

釜

チ

I
ム

準

優

勝

吉

チ

ム

!宵書
塁年特
妥団
受大
ぞ活
l躍

第
二
十
二
回
福
島
県
青
年
体
育

文
化
交
歓
祭
は
、
八
月
三
十
一

日
、
九
月
一
日
の
二
日
間
、
福
島

市
で
開
か
れ
、
玉
川
村
青
年
団
連

絡
協
議
会
(
会
長
石
森
春
男
〉
の

代
表
と
し
て
、
陸
上
競
技
、
剣

道
、
柔
道
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
の
六

種
目
に
六
十
八
名
が
参
加
し
、
玉

川
の
意
気
を
大
い
に
発
揮
し
て
き

ま
し
た
。
主
な
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

陸
上
競
技

一
O
O米
小

林

伸

一

五

位

一、五
O
O
米

角

田

守

之

八

位

豆、
0
0
0
米

小

林

和

己

八

位

一、
0
0
0
0
米

森

博

四

位

走

高

跳

び

八

木

喜

久

夫

三

位

走

巾

跳

び

小

林

真

理

子

四

位

砲

丸

投

げ

車

回

世

利

子

四

位

三

種

競

技

佐

藤

寿

子

三

位

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
一
回
戦
白
沢
村
に
ニ

l
一
で

勝
ち
、
二
回
戦
で
強
豪
原
町
市
に

一一

l
Oで
惜
敗
。

柔

道

団
体
戦
は
二
回
戦
で
惜
敗
し
た
が

個
人
の
部
で
、
小
針
義
信
く
ん
が

軽
量
級
で
第
二
位
に
な
り
ま
し

た。剣

道

個
人
の
部
で
、
森
永
く
ん
、
草
野

道
夫
く
ん
が
四
回
戦
ま
で
進
出
し

ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
卓
球
は
善
戦
む
な

し
く
二
回
戦
で
惜
敗
。
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に
ぎ
や
か
に

ブ

ル
開
き

真
衰
の
太
陽
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
暑

さ
の
な
か
で
入
月
十
日
午
前
十
時

か
ら
盛
大
に
議
釜
小
中
学
校
プ
ー

ル
開
き
が
行
な
わ
れ
・
ま
し
た
。

五
泊
村
が
第
一
…
号
に
建
設
し
た

プ
ー
ル
と
あ
っ
て
、
克
童
生
徒
や

父
兄
た
ち
も
皐
く
か
ら

0

ア
ー
ル
の

克
成
を
首
を
な
が
く
し
て
待
ち
望

ん
で
い
ま
し
た
。

こ

の

ブ

ー

ル

ほ

、

の

長
さ
二
十
五
米
、
ム
市
十
五
米
と
、

小
学
生
患
の
間
伐
さ
十
五
来
、
巾
十

米
の
こ
つ
を
併
置
し
た
近
弐
的
役

錆
を
誇
る
立
潔
な
ブ
ー
ル
で
あ
り

プ
ー
ル
開
き
に
は
須
釜
地
区
小

中
学
校
兜
童
生
徒
、
五
百
人
を
拭

じ
め
小
針
村
長
、
矢
吹
教
脊
長
ら

昭和49年 9月 1日97 No. たま かわ広報

照
興
需
者
な
ど
あ
わ
せ
て
五

百
五
十
人
が
出
席
、
小
針
村
長
、

小
針
議
長
、
近
内
須
小
P
T
A
会

長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
学
校
を
代
表

し
根
本
須
釜
中
学
校
設
の
謝
辞
と

児
童
生
徒
代
諜
須
釜
中
三
年
塩
訳

正
君
が
「
み
ん
な
の
顕
い
で
あ
っ

た
プ
ー
ル
を
造
っ
て
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
こ
れ
か
ら
プ
ー
ル
の
規
則
を
守

り
思
う
存
分
泳
家
元
気
な
か
ら
だ

に
鍛
え
ま
す
。
」
と
も
か
い
り
こ

と
ば
を
述
べ
た
あ
と
、
プ
ー
ル
詰

に
は
ら
れ
た
紅
白
の
テ
ー
プ
位
、

小
針
特
設
、
矢
吹
教
育
長
、
須
袋

小
の
児
童
生
捷
代
表
ら
が
ハ
?

が
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
石
山
川
町
野
木
沢
中
学

校
生
後
七
名
に
よ
る
、
模
範
泳
法

が
行
な
わ
れ
、
小
、
中
学
生
全
員

が
プ
ー
ル
詑
飛
び
込
ん
で
、
元
気

に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
、
初
捻
ぎ
を

ん
で
い
ま
し
た
。

泉
郷
ク
ラ
ブ
三
連
覇

第
五
田
村
内
親
善
野
球
大
会

第
五

野
球
大
会
は
、
八
月
四
日
晴
天
に

恵
ま
れ
、
玉
川
一
小
、
泉
中
グ
ヲ

ウ

γ
ド
に
て
や
針
村
長
さ
ん
の
始

球
式
に
よ
り
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
精

鋭
十
フ
ァ
ー
ム
に
よ
っ
て
熱
戦
を

展
開
し
た
結
果
泉
捧
グ
ラ
ブ
が
三

年
連
続
の
罷
勝
を
か
ざ
り
ま
し

た。
な
お
、
今
大
会
で
一
一
一
選
投
し
沼

欝
し
た
愛
野
会
り
大
野
健
一
投
手

に
敢
爵
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

成
他
績
は
次
の
と
お
ち
で
す
。

一
回
戦

中

根

精

工

9
i
8
玉
川
村
設
場

愛

好

会

9
1
8
玉

育

協

5
i
2
駒
木
椴
工
業

四
一
回
戦

泉
郷
ク
ラ
ブ

8
1
5
中

被

精

工

愛

好

会

ロ

i
3川
辺

局

工

会

s
i
l東
京

橋

工

泉揺泉福
持決島諮警島

宇欝双ら議渓
プ羽ヅ耳3
3 4 10A 

I I I 
021  
福 寵愛

島

双

潤

ク
ラ
ブ

工時

組掴圃=嶋崎----zz-azz=2Z剛
山

EE----z-==圃・・・・・圃輔副帽岬榊

五
十
年
歌
会
始
の
お
題
及
び

詠
進
歌
の
一
詠
進
要
領

一
、
昭
和
去
十
年
歌
会
蛤
の
お
題

昭
和
五
十
年
歌
合
始
め
の
お
患

は
、
「
祭
り
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た。〈
注
〉
数
句
に
「
祭
〈
さ
い
〉
い

と
よ
み
込
ん
で
も
よ
く
、
活
用
形

と
し
て
用
い
て
も
よ
い
。
ま
た

「
詑
ハ
ま
つ
る
〉
L

と
い
う
文
学

を
用
い
て
も
差
し
支
え
為
り
ま
せ

竜崎わんぱく広場に遊具備わる
少
年
少
女
連
が
心
身
共
に
す
こ

や
か
に
成
長
さ
れ
る
た
め
、
村
で

は
こ
の
程
、
竜
崎
分
校
勝
を
竜
崎

わ
ん
ぱ
く
広
場
と
し
て
遊
具
を
整

搭

す

る

て

お

ち

ま

し

会会

た
が
、
八
月
二
十
日
に
ブ
ラ
γ
コ

と
ス
ベ
リ
合
会
Y

設
置
し
ま
し
た
の

で
子
供
連
が
仲
良
く
利
用
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
ぜ
し
ま
す
。

幽EE--zE2暢ご
---------z-脚"な幽E・E・-量三四国=--E・E・-幽檀働酬醐柵側

ん。
な
お
、
祭
ち
の
情
景
が
う
た
い

込
ま
れ
て
い
れ
ば
、
「
祭
り
い
の

文
字
が
な
く
て
も
援
し
支
え
あ
ち

ま
せ
ん
。

二
、
詠
進
敬
の
詠
進
要
領

ハ
門
詠
進
歌
は
、
出
回
作
の
軟
で

一
人
一
首
と
し
、
未
発
衰
の
も
の

に
摂
ち
ま
す
。

。
舟
紙
は
、
半
紙
〈
期
間
事
用

の
半
紙
が
よ
い
〉
と
し
、
弔
筆
で

自
書
し
て
下
さ
い
。

一
一
一
、
詠
瀧
の
期
間

本
年
の
九
月
一
日
か
ら
十
月
十

一
5
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合

は
、
諮
印
が
十
月
十
一

B
ま
ぜ
の

も
の
を
脊
効
と
じ
ま
す
。

照
、
郵
便
の
あ
て
先

「
干
一

0
0東
京
都
千
代
器
拡

千
代
詔
一
番
一
号
宮
内
庁
い
と

し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
い
と
盤
聞
き

路
え
て
く
だ
さ
い
。
日
数
進
歌
は
、

小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

叉
詳
し
い
こ
と
は
役
場
企
醤
諜

に
お
尋
ね
下
さ
い
。



たまかわ

農
事
メ
モ
:
:
:
④

当
面
の
稲
作
技
術
対
策
に
つ
い
て

広報

早
い
も
の
で
稲
の
刈
取
り
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
稲
作
管

理
は
次
の
要
領
で
最
後
の
総
住
上

げ
を
し
て
下
さ
い
。

97 

て
病
害
虫
防
除

No. 

穂
い
も
ち
病
の
他
に
枝
梗
い
も

ち
病
の
多
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
の

で
、
と
く
に
出
穂
の
お
く
れ
て
い

た
晩
生
種
は
穂
揃
期
後
の
防
除
を

励
行
す
る
こ
と
。

い
も
ち
病
発
生
田
で
は
、
早
期

落
水
を
控
え
る
こ
と
。
紋
枯
病
は

今
年
は
発
生
が
少
な
い
見
込
み
で

あ
る
が
、
密
植
田
、
過
繁
茂
田
で

は
薬
剤
散
布
を
す
る
こ
と
。

畦
畔
の
雑
草
繁
茂
し
て
い
る
水

田
で
は
ク
サ
ギ
リ
類
の
害
虫
の
被

害
が
見
ら
れ
る
の
で
畦
畔
の
草
刈

り
を
励
行
す
る
こ
と
。

昭和49年 9月 1日

二
、
諸
管
理
に
つ
い
て

5 

落
水
、
落
水
が
早
す
ぎ
る
と
登

熟
歩
合
が
低
下
し
減
収
す
る
。
ま

た
胴
割
米
、
茶
米
、
さ
び
米
な
ど

が
多
く
な
り
品
質
を
悪
く
す
る
。

落
水
の
目
安
す
は
出
穂
後
二
五
日

i
三
O
日
と
す
る
。

刈
取
り
、
お
そ
刈
り
は
米
質
を

悪
く
す
る
が
、
今
年
は
出
穂
期
が

お
く
れ
て
い
る
の
で
、
熟
期
を
よ

く
た
し
か
め
て
適
期
に
刈
取
る
こ

と。今
年
の
場
合
サ
サ
ミ
ノ
リ
で
九

月
二
四
日
J
二
六
日
、
ト
ヨ
ニ
シ

キ
、
サ
サ
ニ
ジ
キ
が
二
六
日
J
二

八
日
頃
、
農
林
二
一
号
で
一

O
月

六
日
J
八
日
、
セ
キ
ミ
ノ
リ
で
一

O
月
一

O
日
J
一
五
日
頃
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
お
そ
刈
り
に
な
ら
な

い
よ
う
適
期
に
刈
り
取
り
良
質
米

の
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

(
石
川
農
業
改
良
普
及
所
〉

主
婦
の
パ

i
ト

収
入
が
あ
る
場

合
の
税
金
と
配

偶
者
控
除

主
婦
の
パ

l
ト
に
よ
る
収
入
と

所
得
税
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

①
パ

l
ト
収
入
が
年
間
六
三
七
、

五

O
O円
以
下
の
と
き
は
、
夫
の

所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

②
パ

l
ト
収
入
が
年
間
六
三
七
、

五
O
O円
を
超
え
六
七

O
、

O
G

O
円
以
下
の
と
き
は
、
配
偶
者
控

除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
パ
ー

ト
収
入
に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

③
パ

l
ト
収
入
が
年
間
六
七

O
、

0
0
0円
を
超
え
る
と
き
は
、
配

偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
う
え
、
パ
ー
ト
収
入
に
は
所

得
税
が
か
か
り
ま
す
。

」の出し方、、、じようずな「ゴ

ゴミは集めにくる日の朝

出しましょう。

(3) 袋のくちはしっかり結ん

で出しましょう。

(2) (1) ゴミはできるだけ水分を

少なくして出しましょう。

水曜日

指定場所へ

収集日は毎週

毎月 1日

の場合

の場合

(残飯等)

(危険物〉

、、コ

コ 、、

このようなものはゴミで

はありません。

出してはいけないものです

(3) スプレー等は穴をあけ、

ガラス等は包んで出しまし

(2) (1) がさぼるものは小さくま

とめて、出しましょう。

ょう。



s 

動
物
愛
護
週
間

出

か

ら

も

う

一

無

益
の
虐
待
か
ら
動
物
を
救
い
、
す

す
ん
で
こ
れ
を
保
護
し
な
が
ら
、

人
間
と
動
物
と
が
共
存
共
栄
す
る

豊
か
な
環
境
を
作
り
上
げ
て
い
く

よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

動
物
愛
護
還
問
は
広
く
賎
民
の

踏
に
動
物
愛
護
の
精
神
を
普
及

し
、
あ
わ
せ
て
勤
務
拡
つ
い
て
り

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
還
問
で
す
。

ζ

の
運
動
笠
車
点
と
し
て

付
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関

昭粒49年 9月1日

犬
や
お
こ
、
牛
、
罵
な
ど
す
べ

て
の
欝
物
音
愛
情
を
も
っ
て
務
し

み
、
正
し
く
保
管
、
管
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
動
物
に
不
必
要
な
苦

惑
を
与
え
た
り
、
ま
た
動
物
に
よ

る
人
の
危
需
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
で
制
定
さ
れ
た
「
動
物
の
保

護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
て
約
半
年
に
な
り
ま

す
。

こ
の
関
、
徐
々
で
は
あ
り
ま
す

が
、
法
得
の
精
神
が
一
較
に
普
及

し
つ
与
る
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

饗
ば
し
い
こ
と
で
す
。

九
月
ニ
十
時
か
ら
動
物
愛
護
選
。
動
物
愛
護
に
つ
い
て
の
反
省

毘

が

始

ま

り

ま

す

。

日

開

動

物

愛

競

教

腎

わ

推

進

私
た
ち
は
、
こ
れ
を
機
会
に
入
制
動
物
。
鈎
脊
、
管
理
上
野
家

間
の
愛
需
と
動
物
の
習
性
と
の
雨
し
く
な
い
環
境
条
件
の
整
備
と
入

=
=
士
・
E
E
-
-
=
=
=
・
量
2
2
軍
軍
=
=
Z
竺
E
煙
量
量
轟
=
=
=
M
E
-
-
園
田
=
=
=
胸
醤
量
量
省
軍
z
z
=
E
E
軍
軍
竃
竃
民

一

沖

縄

の

沫

同

溝

井

一

郎

一

喜
被
れ
て
ム
汚
あ
り
ん
7

美

し

く

し

げ

る

沖

縄

の

-

E

義

笈

川

園

沖

縄

の

南

部

税

え

は

敗

戦

を

感

靖

こ

め

、

て

諮

る

酌

山

パ

ス

ガ

イ

ド

醐

一

汗

埼

の

宮

内

共

に

礎

と

な

う

で

栄

ゆ

る

号

本

邸

…

m

土

刷

機

の

下

に

骨

一

色

の

海

面

を

大

き

船

ゆ

く

え

を

山

川

え

ら

せ

て

m

m

ち

主

れ

舎

の

落

せ

し

警

に

滋

の

岳

が

え

り

つ

ぎ

畑

町

令

ざ

変

-hF

て

迭

さ

ぬ

山

川

議

げ

た

る

大
4

菅

原

を

す

べ

る

が

に

で

や

が

裁

は

飛

山

一

べ

号

線

索

の

よ

川
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主主
=
=
E
F
E
E
-
-
z
z
君
"
護
憲
襲
撃
出
E
・
g
・
2
・
Z
2
・
2
5
5
忠
義
援
護
書
Z
5
5
m
a
z
-
-
s
a
-
2
2
S
F
L
Z
E
z
-
-
z

ミ

ず
れ

γ

川

…

初

秋

松

長

川

恭

咲

く

-

呼

の

家

や

ふ

一

と

ざ

し

w

z

朝

び

ぐ

ら

し

熱

さ

恭

を

伎

む

仕

事

前

開

…

子

の

挙

ぐ

る

細

川

'

に

い

も

り

が

緩

み

せ

て

山

ー

…

三

一

丸

烏

ミ

一

概

に

あ

で

う

さ

丸

木

橋

川

E

時

哀

の

松

泉

、

せ

て

を

h
ソ

法

持

埠

山

間

か

わ

せ

み

間

競

翠

や

明

げ

ゆ

く

込

に

ひ

る

が

へ

う

問

遠

雷

や

a
h

延

る

一

吐

の

青

田

波

m

m

p

ま
わ
一
'n.，
，

に

蝶

の

都

れ

を

り

義

人

収

川

』
ィ
ち
ん
ど

5

m

奄

恕

や

噴

け

る

ゐ

場

の

滋

に

ほ

ひ

w

p
苦
言
-
s
・
g
・
霊
園
芸
王
室
霊
君
"
翠
護
軍
喜
重
E
・
E
-
芸
書
言
語
Z
Z
霊
祭
器
お
護
護
憲
=
=
E
・
g
・-
g
苦
霊
墨
書
芸
革
g
a
草
書
2
2
2
=
ぁ

身

事

故

の

防

止

①

不

用

意

に

解

放

し

て

い

る

持

動

物

り

飼

養

、

ゆ

公

の

場

所

で

公

衆

の

迷

惑

に

の

自

覚

な

る

こ

と

を

放

任

し

て

い

る

動
物
広
対
す
る
糞
径
を
失
く
例
窃
悪
臭
、
騒
衰
の
防
止
措
置
を

と

し

て

は

が

欠

い

て

い

る

φ
動
物
の
習
性
、
在
無
視
し
た
鏡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

養
、

F

保
管
の
結
果
、
動
物
に
苦
籍
動
物
を
鏡
う
者
は
、
終
生
動
物

を
与
え
る

a

の
面
倒
を
み
、
ま
た
管
理
す
る
者

@
不
用
に
な
っ
た
犬
、
ね
と
を
は
、
動
物
の
身
記
な
っ

不
用
意
に
捨
て
る

③
動
物
の
挟
病
か
え
り
み
な
い

舎
必
奨
な
飲
食
物
を
与
え
な
い

設
た
、
地
人
に
対
す
る
資
任
を

欠
く
場
合
と
し
て
捻

な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

動
物
は
?
物
い
え
ぬ
わ
た
し
た

ち
の
友
い
で
す
。
慈
し
み
の
心
を

っ
て
守
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
に
は

所
得
税
が
か
か
り
ま
す

すに科
譲。対益ごと
渡 しを地
所 て譲や
鐸 所渡建
に 得野物
対 説得を
すー がと苑
奈 かいつ

? かし;

iま りこ
他 まれの

の
所
得
と
分
離
し
て
…
計
算
さ
れ
ま

す
。
詔
和
田
十
一
一
一
年
以
前
か
ら
持

っ
て
い
た
土
地
や
建
物
を
譲
渡
し

た
場
合
や
特
定
の
事
業
用
資
護
官

由
民
い
換
え
た
場
合
あ
る
い
は
居
生

用
資
癒
ハ
癌
議
併
用
住
宅
は
控
宅

部
分
だ
け
)
を
譲
渡
し
た
場
合
な

ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
挺
控
除
や
翼

換
え
の
特
例
紛
が
適
用
さ
れ
ま
す
か

ら

、

い

こ

と

は

税

務

者

に

お

、。
2
・
V

続

柄獄

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

飼
い
犬
四
態
を
追
設
し

明
器
く
、
住
み
よ
い
村

づ
く
苦
を
し
ま
し
ょ
う

愛
犬
に
誌
登
録
と
狂
犬
病
一
予
防

注
射
を
・
・
:
・
・

放
し
闘
い
、
捨
て
犬
は
や
め
ま

し
ょ
う
:
:

餌
い
犬
が
人
を
攻
ん
だ
と
皆
、

唆
ま
れ
た
と
き
:
・
・
・
ε

飼
い
犬
が
入
を
か
ん
だ
と
き

は
、
そ
の
飼
主
は
す
み
や
か
に
、

保
韓
請
に
届
出
て
、
検
診
を
受

け
、
叉
、
か
ま
れ
た
入
も
、
Yごい

の
犬
で
あ
る
が
を
た
し
か
め
て
保

健
所
へ
通
報
し
て
下
さ
い
。
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